
 

令和６年度 第４回長岡警察署協議会議事概要 

 

 

開催日時  令和７年２月20日（木）午後２時00分から午後３時30分まで 

開催場所  長岡警察署講堂 

 

 

 

出 席 者 

 

 

 

 

 

委      員
 

（定数15人）
 

 

田中（康）会長  酒井副会長 

伊藤委員    葛綿委員 

近藤委員   佐藤（央）委員 佐藤委員 

須栗委員   星野中委員   番場委員 

丸山委員 
            

（会長・副会長以下50音順）
 

計11人 

警   察
 

小森署長      庭野副署長   

田地域官     本間刑事官 

恩田警務課長    中村生活安全課長 

小林交通課長    山崎警備課長 

計８人
 

 

管内の治安情勢 

 署長から、令和６年12月末現在の管内の治安情勢について、資料に基づき説明があっ

た。 

前回の答申事項に対する業務推進状況 

署長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について説明があった。 

１ 特殊詐欺防止対策の強化（継続） 

(1) 犯人から電話を受けない対策 

 ・ 各種会議や講習等における広報活動 

 ・ 効果的な広報活動（防犯機能付き電話機のプレゼントキャンペーン） 

(2) だまされないための対策 

 ・ 年金支給日の被害防止広報 

 ・ 園児による広報活動 

(3) だまされたとしても犯人に金を渡さないための対策 

・ コンビニポリスサポート制度 

(4) 未然防止に貢献した金融機関等への感謝状の贈呈を実施 

２ 悪質・重要犯罪、組織犯罪の検挙活動の強化（継続） 

 (1) 重要犯罪・重要窃盗犯罪の検挙活動の強化（継続） 

・ 未成年者を誘拐した被疑者の検挙 

・ 取調べによる余罪捜査の推進 



 (2) 組織犯罪の検挙活動の強化（継続） 

・ 令和６年中における暴力団組員等の検挙実績等 

３ 交通事故防止対策の推進（継続） 

 (1) 通学路・生活道路における交通事故防止対策の推進（継続） 

・ 冬の交通事故防止運動における高校生との広報活動 

 (2) 通学路・生活道路における交通事故防止対策の推進（継続） 

・ 管内保育園の園児に対する交通安全教室の開催 

 (3) 高齢者事故防止対策 

  ・ サポカー教室の開催 

  ・ 管内病院での啓発活動 

  ・ 管内髙龍神社での啓発活動 

 (4) 飲酒根絶対策 

  ・ 長岡市内アオーレにおける出発式 

  ・ 飲食店関係者との広報活動 

諮問 

 署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。  

１ 特殊詐欺防止対策の強化（抑止３本柱対策の推進） 

 (1) 犯人から電話を受けない対策 

 (2) だまされないための対策 

 (3) だまされたとしても犯人に金を渡さないための対策 

２ 悪質・重要犯罪、組織犯罪の検挙活動の強化 

 (1) 重要犯罪、重要窃盗犯罪の検挙活動の強化 

 (2) 組織犯罪の検挙活動の強化 

３ 交通事故防止対策の推進 

 (1) 通学路・生活道路における交通事故防止対策の推進 

 

答申 

質疑の後、長岡警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよ

う答申した。 

 

 意見・要望・質疑等（○は署長等の説明） 

１ 治安情勢に対する意見 

管内でも特殊詐欺被害が多く発生していることが分かり身近な犯罪であると認

識している。この対策として昨年12月に警察庁から「身分を偽り犯罪組織に近づく

新たな捜査手法を行う」との発表があったとニュース報道などで聞いた。 

この手法は、長岡署でも行っているのか。 

〇 現在、警察庁から具体的な指示はありませんが、指示があれば対応してまいり

ます。 



２ その他の意見等 

長岡市では、今後、住民の意向を聞き各所に防犯カメラを設置する予定であるが

警察からの意見も拝聴したいと考えている。協力を願えるか。 

  〇 地域の安全安心のため協力は惜しみませんので、いつでもお声掛けをお願い

します。 

 

 速度等取締り指針の策定  

 交通課長から、交通事故発生実態に合わせ、令和７年４月から６月の３ケ月間、速度

取締り、市街地の交差点関連取締り、飲酒運転等の悪質交通違反取締りを重点的に実施

する旨の指針が示され、了承した。 

 

その他  

 協議会の状況 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


